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訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ 
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４８号 

令和 3 年12月 

※ 訂正 前号(ゆたぁ～と新聞 47号)「検査室からお知らせ～ALP 基準範囲

の変更についてお知らせ」の一部訂正をいたします。 

(新) ALP_JSCC：38～113  U/L→(新) ALP_IFCC：38～113  U/L 

検査科 有住将尚 臨床検査技師 

2021年11月23日に第25回熊本県国保地域医療学会が開催されまし

た。昨年は新型コロナ感染症の影響で中止となり、2年ぶりの開催となりま

した。とはいえ、例年通りの開催ではなく、WEBを用いたオンライン学会とな

りました。 

 この学会は、多職種が連携を強化することで、超高齢化社会に対する地

域包括医療・ケアの充実強化と地域包括ケアシステムの構築の強化に努

めることを目的としております。「WITH コロナ時代の地域医療」を今回のメイ

ンテーマと掲げ、地域医療に関することはもちろん、連携・介護・災害・臨床

に関することを加えて、今年は新型コロナに関する演題も募集され、熊本

県下の医療施設等から合計36演題が発表されました。 

 その36演題の内、当院からは片岡恵一郎事業管理者・寺倉宏嗣医師・

水橋由美子医師・松田圭史医師・室原理恵看護師、そして私、有住将尚

臨床検査技師の6名が研究発表をしました。なお、片岡事業管理者は座

長としても参加しております。 

 当院からの発表は、全体の1/6に該当し、当院の地域医療へ積極的な

取り組みの表れといえます。 

 また、片岡事業管理者と松田医師の2演題が優秀賞を受賞しました。 

発表内容は以下を御参照下さい。 
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国
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健
康
保
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か
ら
表
彰
を
受
け
て
。 
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英
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全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
協
議
会(

「国
診
協
」)

と
は
、
国

民
健
康
保
険
診
療
施
設
を
会
員

と
し
て
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て

活
動
し
て
い
る
組
織
で
す
。 

  

地
域
住
民
の
保
健
、
医
療
の
向

上
を
目
指
し
、
「地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
載
か

ら)

当
院
も
、
地
域
包
括
医
療
・ケ
ア
認
定
施
設
で
す
。(

令
和
3

年
6
月
時
点
で
全
国
217

施
設
あ
る) 

 

こ
の
度
は
か
ら
ず
も
、
上
記
表
彰
を
頂
き
驚
い
て
い
ま
す
。  

 

選
考
基
準
な
ど
は
、
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
頂
い
た
か
ら
に
は
、
改
め

て
、
役
割
を
認
識
し
、
地
域
住
民
の
安
心
が
得
ら
れ
る
よ
う
仕
事

に
専
念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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第25回  熊本県国保地域医療学会参加報告 

 

 『小国郷での糖尿病治療中断及び未治療者対策 

      ～多職種で構成されたチームでの活動について～』 
 

  
 私は、小国郷の多施設・多職種のメンバー

で構成されている「小国郷糖尿病対策チーム

ブルー」のコロナ前と後の糖尿病対策活動及

び中断者数の改善について発表しました。 

(臨床検査技師：有住将尚) 

『ナレッジシェアという試み』 
 小国郷の医療に従事するにあたり多様なア

プローチのできる、総合医としての学びは重

要である。小国公立病院では2021年より、全

人的な視点を効率的に学ぶ取り組みとして、

「ナレッジシェア」を始めたため紹介した。 

(医師：水橋由美子) 

 『小国郷における在宅医療提供体制の構築』 
 

 小国郷では2018年に在宅医療サポートセン

ターが設立され、その中の大きな取り組みの

一つとして24時間看取りシステムを構築しま

した。これからさらに在宅医療体制を充実で

きるよう取り組んでいきます。(優秀賞) 

(医師：松田圭史) 

 『「ｺﾛﾅ禍を小国郷で乗り越える。」 

 ～オンライン住民ﾌｫｰﾗﾑを開催して～』 
 

 春に行った住民フォーラム、『コロナ禍を

小国郷で乗り越える～あなたも私も取り残さ

ない、未来のまちづくり～』にて、痴呆の医

療・ケアのあり方と未来のまちづくりについ

て、多世代の多様な住民と考えた事、そして

その効果について発表した。(優秀賞) 

(医師：片岡恵一郎) 

(看護師：室原理恵) 

 『当院におけるコロナ患者の受け入れを振り返って 

  小国郷はコロナにどう向き合ったか～』 
  

 新型コロナウイルス感染症が流行し、小国

郷でも陽性患者様を速やかに受け入れできる

ように、万全な感染対策で受入れを行った事

について、今回国保学会で発表しました。 

 １日も早く通常の生活に戻れるよう、今後

とも皆様のご協力をよろしくお願いします。 

(医師：寺倉宏嗣)  『コロナ禍におけるターミナルケア』 
  

 コロナ禍で在宅看取りを希望された５人の

患者さんの看取りを行った。コロナ禍で入院

中の面会は制限されており、緩和医療を含

め、在宅診療を行うことで、在宅で過ごされ

た時間が長く、患者さん本人も家族も満足さ

れたように感じた。            

 

私
は
、
平
成
9
年
か
ら
、
坂
本
英
世
前
院
長
に
ご

指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
小
国
公
立
病
院
に
勤
め
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

普
段
か
ら
、
目
の
前
の
患
者
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い

診
療
は
何
か
を
考
え
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
な
ど
が
充
実
し
て
き
ま
し
た
が
、
同
じ
病
気
で
も

同
じ
経
過
を
辿
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
自

身
の
個
体
差
、
個
性
、
考
え
方
も
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま

す
。
悩
ま
し
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。 

ま
た
各
個

人
の
家
族
環
境
、
周
囲
の
支
援
、
社
会
の
充
実
度
も

変
遷
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

   

病
気
を
理
解
し
如
何
に
治
す
か
、
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
そ
の
周
囲
の
ケ
ア
も
大
事
で
す
。
当
病
院
組
合

で
は
、
職
員
全
体
で
そ
の
実
践
を

行
っ
て
い
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

 

今
回
の
受
賞
も
、
当
院
の
職
員

の
皆
さ
ん
の
そ
う
い
う
働
き
が
あ

り
、
私
が
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

職
員
と
と
も
に
患
者
に
寄
り
添
っ

た
治
療
や
ケ
ア
を
目
指
し
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
小
国
公
立
病
院 
院
長 

堀
江
英
親

先
生
が
、
『
公
益
社
団
法
人 
全
国
国
民
健
康
保

険
診
療
施
設
協
議
会
会
長
表
彰
』を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。 

 

堀
江
先
生
は
、
平
成
9
年
か
ら
現
在
ま
で
永

年
、
小
国
公
立
病
院
医
師
と
し
て
、
こ
の
間
外
科

部
長
、
副
院
長
を
歴
任
し
、
病
院
の
運
営
に
大
き

く
寄
与
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
表
彰
で
す
。 

地
域
の
中
核
医
療
機
関
と
し
て
、
医
療
は
も
と

よ
り
、
行
政
な
ど
と
連
携
し
、
地
域
の
保
健
、
介

護
、
福
祉
の
中
心
と
し
て
活
動
し
て
い
る
当
院
で
、

常
に
そ
の
活
動
の
中
核
と
し
て
業
務
に
精
励
し
、

文
字
通
り
包
括
的
地
域
医
療
を
担
い
、
小
国
郷

住
人
の
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
お
り
ま
す
。  

病
院
で
は
、
感
染
症
対
策
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
院
内
の
感
染
対
策
を
、
適
正
確
実
に
推
進

し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
策
定
、
導
入
推
進
に

も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
各
医
師
の
技
術
の
向
上
目
標
や
改
善
点
、
考

え
方
の
標
準
化
や
情
報
の
共
有
化
が
な
さ
れ
る
こ

と
で
、
よ
り
効
率
の
良
い
安
全
な
検
査
や
治
療
の

提
供
に
尽
力
し
、
当
院
の
医
療
水
準
の
向
上
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
年
の
医
師
不
足
、
看

護
師
不
足
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
、
充
足
に
向

け
て
積
極
的
に
活
動
し
、
病
院
組
織
体
制
の
充
実

に
も
多
大
の
貢
献
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。  

 
 

（
総
務
係
長 

穴
井
淳
二
） 



 

 石川 ひろみ
い し か わ  ひ ろ み

   

３階病棟看護師 
 

 熊本赤十字病院からまいり

ました。令和3年10月1日より

6ヶ月間、3階病棟で勤務させ

て頂いております。 短い期間ではありますが、

少しでも地域看護に貢献できる様に頑張りたい

と思っています。私生活では、小国の自然に触

れ、美味しいものを堪能し、温泉巡りをしていこう

と思っています。よろしくお願いします。  

 似吹 達弥
い ぶ き  た つ や

  

      医師(総合診療科) 
 

 この度10～12月の3ヶ月間勤務さ

せて頂くことになります熊本赤十字

病院内科専攻医の似吹達弥と申し

ます。出身は福岡県大牟田市ですが、学生時代は香

川、初期研修は千葉で行っていたため、昨年より久しぶ

りに九州で過ごしております。短期間ではありますが、1

日1日を大切にして小国の医療のお役に立てるように頑

張りたいと思います。ご迷惑をおかけする事もあるかと

思いますが、よろしくお願い致します。  

  

 

(

病
院
事
業
管
理
者 

片
岡
恵
一
郎) 

 

前
回
ま
で
で
、
柴
三
郎
先
生
が
破
傷
風
菌
と
ペ
ス
ト
菌

と
い
う
人
類
に
と
っ
て
重
大
な
細
菌
を
２
つ
も
発
見
し
た

と
い
う
こ
と
が
ど
ん
な
に
人
間
離
れ
し
た
偉
業
な
の
か
を

解
説
し
、
細
菌
学
の
父
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
を
お
伝
え

し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。 

今
回
は
細
菌
学
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
柴
三
郎
先
生
が

日
本
医
学
界
で
務
め
ら
れ
た
大
き
な
役
割
を
紹
介
し
、

令
和
に
な
っ
て
も
な
お
高
く
評
価
さ

れ
続
け
る
柴
三
郎
先
生
の
医
療
業

界
へ
の
功
績
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

結
核
菌
を
発
見
し
た
ロ
ベ
ル
ト
・

コ
ッ
ホ
の
研
究
所
で
結
核
の
研
究
も

し
て
い
た
柴
三
郎
先
生
は
、
日
本
に

戻
っ
て
き
て
か
ら1

8
9
3

年
に
『土

筆
ヶ
丘
養
生
園
』
と
い
う
名
前
の
日
本
で
初
め
て
の
結
核

療
養
所
を
東
京
に
作
り
ま
し
た
。 

 

当
時
、
結
核
は
「
国
民
病
」
「亡
国
病
」
と
恐
れ
ら
れ
て

お
り
、
日
本
に
と
っ
て
重
大
な
感
染
症
で
し
た
。  

 

現
在
は
検
査
で
つ
か
わ
れ
て
い
る
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
を
治
療
薬
と
し
て
使
い
、
国
を
あ
げ
て

結
核
の
治
療
と
予
防
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。 

 
 

 
1
9
0
6

年
に
は
、
日
本
で
最
初
の
医
学
会
で

あ
る
日
本
連
合
医
学
会
の
会
頭
に
な
ら
れ

て
い
ま
す
。
会
頭
と
し
て
は
２
代
目
の
会
頭

で
す
が
、
立
ち
上
げ
の
段
階
で
副
会
頭
と
し

て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
初
代
は
田
口
和

美
を
会
頭
に
掲
げ
発
足
。
満
を
持
し
た
形
で

1
9
0
6

年
よ
り
会
頭
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。 

  

世
界
に
通
ず
る
レ
ベ
ル
に
達
し
た
日
本
の

医
学
を
外
国
の
力
を
借
り
る
こ
と
な
く
発

信
す
る
と
い
う
の
は
、
日
本
近
代
医
学
の
発

展
の
過
程
で
大
き
な
出
来
事
だ
っ
た
と
い
え

ま
す
。 

 
1
9
1
4

年
に
は
、
福
沢
諭
吉
の
支
援
に
よ

り
、
土
筆
ヶ
丘
養
生
園
の
一
角
に
私
立
北
里

研
究
所
を
設
立
、
こ
れ
が
後
に
北
里
大
学
と

な
り
、20

1
5

年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た

大
村
先
生
が
誕
生
す
る
土
台
を
作
ら
れ
ま

し
た
。 

 

1
9
1
5

年
に
は
明
治
天
皇
の
命

を
受
け
、
生
活
困
窮
者
支
援
の

為
の
済
生
会
病
院
初
代
院
長
に

就
任
。
全
国
に
済
生
会
の
病
院

や
施
設
が
作
ら
れ
、
初
め
の
一
歩

を
築
か
れ
ま
し
た
。 

1
9
1
7

年
に
は
福
沢
諭
吉
へ
の
ご

恩
返
し
と
い
う
こ
と
で
、
慶
応
大

学
医
学
部
の
初
代
学
長
に
就
任

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
沢
山
の
役
職
を
一
人
で
ど
う

や
っ
て
こ
な
し
て
お
ら
れ
た
の
か
、
心
配
に

な
り
ま
す
ね
。 

 
 

し
か
し
そ
ん
な
中
で
も
故
郷
の
小
国
町
の

事
を
忘
れ
て
お
ら
れ
ず
、
同
じ
時
期1

9
1
6

年
に
小
国
町
に
『
北
里
文
庫
』を
寄
贈
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
、
北
里
柴
三
郎
記
念
館
の

資
料
館
に
な
っ
て
い
る
あ
の
建
物
で
す
！ 

 

第
一
次
世
界
大
戦
中
に
体
温
計
が
手
に

入
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
日
本
で
生
産
で
き

る
様
に
柴
三
郎
先
生
が
発
起
人
と
な
り

1
9
2
1

年
に
作
っ
た
会
社
が
「テ
ル
モ
」
で
、
今

で
も
テ
ル
モ
の
電
子
体
温
計
を
使
わ
れ
て
い

る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。 

1
9
2
3

年
に
は
日
本
医
師
会
を
創
設
し
、

初
代
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
全
国
の
医
師

を
統
括
す
る
事
が
で
き
る
様
に
な
り
、
初
代
会
長
と
し

て
、
医
師
国
家
試
験
や
国
民
健
康
保
険
制
度
を
制
度
化

す
る
事
に
尽
力
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
日
本
医
師
会
会
館

正
面
玄
関
に
は
柴
三
郎
先
生
の
銅
像
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

こ
ん
な
に
沢
山
の
仕
事

を
精
力
的
に
さ
れ
て
い
た

真
っ
只
中
で
、19

3
1

年
突

然
、
脳
卒
中
で
帰
ら
ぬ
人

と
な
ら
れ
ま
し
た
。 

享
年
78

歳
、
当
時
は
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
と
い
う
言
葉
は
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
予
防
医
学
の
大
家
と
し

て
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
保
ち
寿
命
を
全
う
さ
れ
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。 

亡
く
な
っ
た
後
に
な
り
ま
す
が
、19

4
6

年
に
医
師
国
家

試
験
が
始
ま
り
、19

5
8

年
に
は
国
民
健
康
保
険
法
が
施

行
、19

6
2

年
に
は
北
里
大
学
が
開
設
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
う
や
っ
て
見
て
き
ま
す
と
、
私
達
が
生
業
と
し
て
い
る

医
療
業
界
は
柴
三
郎
先
生
が
作
ら
れ
た
も
の
、
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
く
、
近
代
日
本
医
学
の
歴
史
上
で
柴
三

郎
先
生
の
業
績
に
匹
敵
す
る
人
は
存
在
し
ま
せ
ん
。 

時
代
は
流
れ
、
環
境
は
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
柴
三
郎

先
生
の
築
か
れ
た
も
の
は
、
普
遍
的
な
も
の
ば
か
り
で
、

色
褪
せ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
む
し
ろ
、
100

年
以
上

経
っ
た
令
和
に
な
っ
て
医
療
の
方
向
性
は
柴
三
郎
先
生
の

目
指
さ
れ
て
い
た
未
病
・予
防
医
学
の
方
向
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。 

 

小
国
郷
の
地
域
医
療
が
目
指
す
方
向
性
を
、
柴
三
郎

先
生
が
時
代
を
越
え
て
、
私
達
に
指
し
示
し
て
下
さ
っ
て

い
る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。  

ゆたぁ～と新聞 

介護報酬支援介護報酬支援介護報酬支援システムシステムシステム 

『『『LIFE(LIFE(LIFE(ﾗｲﾌﾗｲﾌﾗｲﾌ)))』のご紹介』のご紹介』のご紹介 

厚生労働省 

2021年4月より介護の新しい情報システム

『LIFE』がはじまりました。 
 

『LIFE (Long-term care Information system For 

Evidence)』とは「科学的介護情報システム」という意味です。 

 これは、介護施設事業所で行っているケアの内容、計画や利

用者の状態などをインターネット上の公式サイトから一定の様

式で入力して、厚生労働省に提出すると、厚生労働省でそれが

分析されてフィードバックされるという仕組みです。 

 介護施設・事業所では、これを活用してケアの質の向上に取

り組むことができます。 
  

 当施設も今年10月より

「LIFE」を導入しました。 

 導入した事で、利用者様

の利用負担が少し増えましたが、LIFEを活用する事で、根拠に

基づいた、より質の高い介護が提供出来るよう、そして満足い

ただける施設になるよう努力していきます。 
(おぐに老人保健施設 相談員 宇野)   

当時の「土筆ヶ丘養生園」 

現在の『北里文庫』 

データ 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ 
 

2021年12月号「サンキュ!の
『わたしたちも働きママン！ 
 夫はきこり、私は病院薬剤師～』に匿名

ではありますが、当病院薬剤師に職する

までのストーリーが紹介されました。 

Amzon(ｱﾏｿﾞﾝ)や電子書籍で購入できます 


